
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 「現代高等保健体育」 （大修館書店） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

健康・安全について理解しましょう。 

健康的な生活行動について学びましょう。 

日常生活で直面する可能性がある健康課題を知り、その解決方法を考えましょう。 

健康・安全についての社会的な取組や個人での対応について学びましょう。 

身近な健康問題に興味を持ちましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにす

る。 

 健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも

に、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある

生活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点およびその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む

態度 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するための

課題や、個人生活及び社会

生活における健康・安全課

題の解決に役立ち、自らの

健康を適切に管理すること

を身につける。 

また、環境を改善していく

ための基礎的な事項を理解

している。 

健康を保持増進するための

課題や、個人生活及び社会生

活における健康・安全課題の

解決をめざし、学習活動を通

じて総合的に考え、判断でき

ている。 

健康を保持増進するために

は自らの健康を適切に管理

すること及び環境を改善し

ていくことが重要であるこ

とに関心を持ち、個人生活及

び社会生活における健康・安

全課題について、意欲的に学

習に取り組もうとする。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

現
代
社
会
と
健
康 

健康の考え方と成り立ち a:様々な要因の影響を受

けながら主体と環境の

相互作用の下に成り立

っていることを説明し

たり、記述したりするこ

とができる。 

b:自らの考えを基に課題

を見つけ、説明すること

ができる。 

c:「健康」とは何かについ

て考え、学習活動に取り

組もうとする。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

 

私たちの健康のすがた  

 

a:健康水準や疾病構造の

変化に伴った現在の「健

康のすがた」について理

解し、新たな健康課題に

ついて知ることができ

る。 

b:健康水準向上の背景に

ついて考え、説明するこ

とができる。 

c:健康水準の向上につい

て健康指標を調べ、学習

活動に取り組もうとす

る。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

生活習慣病の予防と回復 a:生活習慣病について理

解し、その予防法につい

て説明できる。 

b:要因と自身の日常の生

活行動を比較・分析し、

課題を見つけ、説明する

ことができる。 

c:日常生活の行動と生活

習慣病の関係について

理解し、学習活動に取り

組もうとする。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

がんの原因と予防 a:予防について理解し、学

習したことを説明する

ことができる。 

b:習得した知識を基に、リ

スクを軽減するために

必要な個人の取り組み

や社会的な対策を整理

している。 

c:課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組も

うとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

がんの治療と回復 a:個人の取り組みととも

に社会的な対策が必要

であることについて、理

解したことを説明でき

る。 

b:治療と回復には、個人の

取り組みとともに社会

的な対策が必要である

ことについて理解して

いる。 

c:自他や社会の課題の解

決方法をノートなどに

記述したりして、筋道を

立てて説明している。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

運動と健康 a:運動や休養の必要性に

ついて理解し、休養の取

り方を説明することが

できる。 

b:運動が健康に及ぼす影

響について調べたこと

を基に、自身の生活と比

較や分析することがで

きる。  

c:運動の意味について多

様な運動の種類やその

効果について調べ、学習

活動に取り組もうとす

る。  

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

食事と健康 a:健康的な食事について

理解し、記述や説明をす

ることができる。また、

自身の食生活を見直し、

改善方法を考えている。  

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

 

 

課題レ

ポート 
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b:自身の食生活と健康的

な食事について比較と

分析をし、課題を見つけ

説明することができる。  

c:食事の意味について調

べ、主体的に学習活動に

取り組もうとする。 

提出ノー

ト 

提出ノ

ート 

 

 

休養・睡眠と健康 a:健康と休養の関係及び

適切な休養のとり方に

ついて説明できる。健康

と睡眠の関係及び健康

によい睡眠のとり方に

ついて理解している。 

b:生活習慣病などのリス

クを軽減し予防するに

は休養や睡眠など、調和

のとれた健康的な生活

を続けることが必要で

あることについて、理解

している。 

c:休養・睡眠と健康につい

て理解し、記述や説明を

することができる。ま

た、自らの休養・睡眠を

見直し、改善方法を考え

ている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

喫煙と健康 a:喫煙者やその周囲の人

に起こる健康被害につ

いて理解し、日本や世界

各国における喫煙対策

について例を挙げ、説明

することができる。  

b:健康被害について自身

の生活や社会生活の事

例を基に喫煙対策につ

いて分析することがで

きる。  

c:健康被害や有害物質に

ついて調べ、主体的に学

習活動に取り組もうと

する。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

飲酒と健康 a:短期的影響と長期的欲

求について理解し、健康

問題に対する個人や社

定期考査  
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会環境への対策の例を

挙げるなどの説明がで

きる。 

b:健康影響について設定

された課題に対して自

身の考えや課題解決策

を導き出すことができ

る。  

c:アルコールが脳や体に

どのような影響を及ぼ

すか、またその健康影響

について調べ、主体的に

学習活動に取り組もう

とする。   

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

後
期 

薬物乱用と健康 a:心身の健康や社会に与

える影響について理解

し、その防止に向けた個

人や社会環境への対策

について説明すること

ができる。  

b:個人および周囲の人々、

社会にも影響があるこ

とを知り、自身でできる

対策について考え、発表

することができる。  

c:資料を基に学習活動に

取り組もうとする。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

精神疾患の特徴 a:精神機能の基盤となる

精神活動が不全になっ

た状態であることにつ

いて、理解したことを説

明できる。 

b:予防と回復について、健

康に関わる原則や概念

を基に整理したり、個人

及び社会生活と関連付

けたりして、自他や社会

の課題を発見している。 

c:予防とその回復につい

て、課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組

もうとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 
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精神疾患の予防 a:予防と回復には、調和の

とれた生活を実践し、早

期に心身の不調に気付

くことで、ストレスを緩

和することなどが重要

であることを理解して

いる。 

b:予防と回復について、習

得した知識を基に、心身

の健康を保ち、不調に早

く気付くために必要な

個人の取組みや社会的

な対策を整理している。 

c:予防とその回復につい

て、課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組

もうとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

精神疾患からの回復 a:正しく理解するととも

に、専門家への相談や早

期の治療などを受けや

すい社会環境を整える

ことが重要であり、偏見

や差別の対象ではない

ことについて、理解して

いる。 

b:予防と回復について、自

他や社会の課題の解決

方法と、それを選択した

理由などを筋道立てて

説明できる。 

c:予防とその回復につい

て、課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組

もうとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

現代の感染症 a:時代や地域によって自

然環境や社会環境の影

響を受け、発生や流行に

違いが見られることを

理解している。 

b:原則や概念を基に整理

したり、個人及び社会生

活と関連付けたりして、

自他や社会の課題を発

見している。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

c:現代の感染症とその予

防について、課題の解決

に向けた学習に主体的

に取り組もうとしてい

る。 

感染症の予防 a:例を挙げて説明したり、

感染症の予防対策につ

いて、個人でできる対策

と社会的な対策につい

て分類し、説明できる。   

b:予防し流行を防ぐため

にはどのような対策が

必要か、個人でできる対

策、社会的な対策に分類

して考えることができ

る。  

c:現在どのような感染症

が流行しているのかを

調べ、発表するなどの学

習活動に取り組もうと

している。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

性感染症・エイズとその

予防 

a:社会的な対策を前提と

した個人の取組みが必

要であることについて

理解し、説明することが

できる。  

b:感染拡大の理由やどの

ように予防するのかを

考え、意見交換すること

ができる。 

c:課題の解決に向けての

調べものや、意見交換、

話合いなどの学習活動

に取り組もうとしてい

る。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

健康に関する意思決定・

行動選択 

a:適切な意思決定や行動

選択を行う過程につい

て理解し、個人の力だけ

でなく健康にかかわる

環境づくりについて記

述、説明することができ

る。  

b:個人、社会生活や事例な

どと比較したり分析し

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 
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たりする。また、筋道を

立てて説明することが

できる。  

c:健康を保持増進する時

の意思決定や行動選択

に関連している要因を

調べるなどの学習活動

に取り組もうとしてい

る。 

健康に関する環境づくり a:健康を保持増進するた

めの環境には、自然環

境、及び政策や制度、地

域活動などの様々な社

会環境があることにつ

いて理解している。 

b:健康の考え方について、

自他や社会の課題の解

決方法と、それを選択し

た理由などを、筋道立て

て説明している。 

c:健康の考え方について、

課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組も

うとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

安
全
な
社
会
生
活 

事故の現状と発生要因 a:事故の発生には、人的要

因、環境要因などが関連

していることについて、

理解したことを説明した

り、記述したりすること

ができる。 

b:自らの考えを基に課題

を見つけ、説明すること

ができる。 

c:「安全な社会づくり」と

は何かについて考え、学

習活動に取り組もうと

する。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 
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交通事故防止の取り組み  

 

a:交通事故を防止するに

は、生命を尊重するとと

もに、車両の特性などを

把握すること、交通環境

の整備が必要であるこ

とについて理解したこ

とを説明したり、記述し

たりすることができる。 

b:安全に関する情報を整

理し、説明することがで

きる。 

c:課題の解決に向けた学

習活動に取り組もうと

する。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

安全な社会の形成 a:個人の取組み及び地域

の連携などが必要であ

ることについて説明で

きる。 

b:事故につながる危険を

予測し回避するための

自他や社会の取組みを

説明することができる。 

c:安全な社会づくりにつ

いて理解し、学習活動に

取り組もうとする。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

応急手当の意義と救急医

療体制 

a:傷害や疾病の悪化を防

いだり、傷病者の苦痛を

緩和したりすることに

ついて理解したことを

説明したり、記述したり

することができる。 

b:安全に関わる原則や概

念を整理している。 

c:課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組も

うとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 
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心肺蘇生法 a:方法や手順について、実

習を通して理解したこ

とを実践できる。 

b:事故や災害で生じる傷

害や疾病に関連付けて、

悪化防止のための適切

な方法に応用している。 

c:課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組も

うとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

日常的な応急手当 a:基本的な応急手当の方

法や手順があることを、

実習を通して理解し、応

急手当ができるように

する。 

b:課題の解決方法や理由

などを話し合ったり、ノ

ートなどに記述したり

して、筋道を立てて説明

している。  

c:課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組も

うとしている。 

定期考査  

 

課題レポ

ート 

 

提出ノー

ト 

 

 

課題レ

ポート 

 

提出ノ

ート 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


